
新しい仲間を迎えて� 大原真之介

少し大袈裟ですが、私の 20 年前からの夢や想いとして、江東 YMCAサ
イクルの実現というものがあります！！！これを私はワンピース！！(ひとつなぎ
のお宝 )と呼ぶ事にします。（笑）
地域のこどもが、江東 YMCA幼稚園で心から楽しい3 年間を過ごし→
卒園後は江東センターの野外キャンプやサッカーなど学びの場としてあるい
は、時々戻ってこれる居場所となる→学生時代はユースリーダーとして活躍
→社会人や親になって→自分のこどもをYMCA幼稚園に預ける、あるいは
自身が YMCAサポーターとなりコミュニティー委員やワイズとして、次の世
代のこどもたちの為に、また自分の人生をより豊かにする為にずっとやりが
いのある奉仕活動をする。。。そんなことがずっとループされていけば素敵だ
なあと思っていますし、地域の繋がりが強いこの場所だからこそ実際にこの
現象が実にに多く見られているのです。
私自身も飛び入り者ですが、このループの中に身を置いていると思ってい
ます。大切な仲間や妻との出会いがあり今も楽しくやっていますし、私がス
タッフ時代には小さかった”こども”が、今では先生やリーダーとして立派
に活躍されている姿をみると、本当に嬉しいのです！
そしてそして！！！今回、地域でお育ちになり→YMCA幼稚園の保護者
→ワイズ入会の堀さん！！！
YMCA卒園→サッカー&野外のメンバー→ボランティアリーダー→社会
人・親になってからワイズ入会の滝沢さん！！！！
なんとも素晴らしいゴールデンエクスペリエンスをお持ちのお二人のご入
会！！
クラブとしてなんとも嬉しいことです！あらためまして大々大歓迎です。ど
うかご自身やご家族の皆様がより幸せに充実してお過ごしになれます様、ワ
イズ活動をご一緒させていただきたく、何卒宜しくお願い致します！！

今月の強調テーマ
＜ユース＞

9月会員数 9月出席者 9月出席率 アクティブファンド ニコニコボックス クラブ役員

23名 メンバー	 18 名 86％（18/21） 8月まで 1230779 8月まで 16000 会長 大原真之介
メネット	 9月分 26000 9月例会分 26000 副会長 小松重雄

内広義会員2名 コメット	 0 利息 6 9月その他 0 会計 高橋由起江

休会 0名 ゲスト	 0 残高 1256785 累計 42000 書記 相川達男
ビジター	 直前会長 島田徹

連絡主事 小松康広

10OCT

10 月本例会

とき	 2022 年 10 月 20 日（木）
ところ ＹＭＣＡ江東センター 301・302
受付	 高橋由起江さん� 司会   本間剛君
開会点鐘� 会長 大原真之介君
ワイズソング・ワイズの信条� 相川達男君 
会長挨拶・ゲスト紹介� 会長 大原真之介君
食前の祈り� 小松康広君
食事

ストーリー
プログラム：「レコードの溝には物語が刻まれている」
今、日常的にレコードが聴ける環境にいる人はどのくら
いいるでしょうか。
40 年前くらいまではレコードを聴くのは大切な時間でし
た。今改めてレコードを聴く時間を持ちたいと思います。
皆さんその音の良さに驚くはずです。
デジタル化したら簡単にいい音が手に入るようになると
思っていましたが、レコードは再生というより再演奏だっ
たんだなあと感じる魅力があります。
皆さんのストーリーと共にレコードを聴きたいと思いま
す。

各種報告
ハッピーバースデイ・結婚記念日
閉会点鐘� 会長　大原真之介君
ハッピーバースデー
　菊地茂徳君（9日）、菅原創君（19日）
結婚記念日
　島田徹・京子夫妻（29日）

今月の聖句

『ヨブは灰の中に座り、素焼きのかけらで体中をかき
むしった。』
� ヨブ記　2章 8節　

「フェローシップとインパクトで次の 100 年へ」� 国際会長 K.C. サムエル（インド） 

「新しい時代とともに、エレガントに変化を」�アジア太平洋地域会長 シェン・チ・ミン（台湾） 
「未来に向けて今すぐ行動しよう」 � 東日本区理事 佐藤重良（甲府 21） 

「新規技術（テクノロジー）を縦横に 駆使し、効率を重んじる。すべては、プレミ
アムな価値と体験を産むために」「成せば、成る」 “No challenge, No fruit”
� 関東東部部長 工藤大丈（東京ベイサイド）

2022〜 2023年度
東京江東ワイズメンズクラブブリテン

You"ll never walk alone
〜仲間とともに

東京江東クラブ会長 大原真之介
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９月本例会
新メンバーを迎えて� 相川達男

この 3 年ほどの間
はコロナ禍という事
もあり江東クラブは
新たなメンバーを迎
える事が出来ません
でした。様々な活動
が休止を余儀なくさ
れ、新メンバーと共
に行うはずの活動も長らくアピールする事が出来ませんでした。
それが今年の春先からコロナへの対応が少しずつ進み、ワイズの
活動が僅かずつ復活出来るようになりました。このタイミングで
前々からお声がけしていた新たな仲間 2名をお迎えする事となり
ました。江東クラブ 9月例会はこの新しいメンバーの「入会式」
と新メンバー歓迎の一端としてＹＭＣＡ理解の意味も込めて、現
在戦禍にある「ウクライナの現状」を現地ＹＭＣＡからの情報を
基にＹＭＣＡスタッフの松本数実氏に講演していただく盛り沢山
の内容となりました。9月第 3 木曜日19 時の定刻に今期関東東
部部長の工藤大丈メン（東京ベイサイド）、同じく関東東部地域
奉仕事業主査の山崎常久メン（東京江東）の公式訪問もいただ
き、メンバー、ゲスト総勢 20 名の賑やかな例会が開催されました。
大原クラブ会長の挨拶に続き、例会では久しぶりの皆での会食の
時間を挟み、まずは戦地ウクライナの現状を現地からの貴重な
画像を絡めて松本さんより報告、講演していただきました。現地
の惨状や、そこに手を差し伸べるウクライナのＹＭＣＡスタッフ、
ボランティアの姿、近隣諸国、世界中のＹＭＣＡから寄せられる
支援の輪が映し出されていて遠く8000ｋｍ離れた地の現状を目
の当たりにすることが出来ました。と同時にこれから我々が何を
するべきなのか今一度考えさせられるものでした。講演に引き続
き執り行われた「入会式」は工藤部長が司式を務められ、各人が
手にするキャンドルの厳かな灯りの中、堀公也メン、滝沢圭太メ
ンが新たなワイズメンとして誓いを立てました。若い新たなメン
バーが入会し総勢２３名となった江東ワイズ、これから秋に向け
て忙しくなるワイズ、ＹＭＣＡの活動が楽しみになるワクワクし
た本例会でした。

育ってきたつながりを大切に
滝沢圭太

こんにちは、今回ワイズメンズクラブに新
規入会しました滝沢圭太です。
私は江東 YMCA 幼稚園の卒園生であり、
小学生になってからもサッカークラブ、月例
活動などにメンバーとして参加していました。
幼少期の情景を細かく覚えているわけではあ

りませんが、当時の先生やリーダーがとても大好きで、高校生の
時に当時のリーダーだったOBからリーダー活動について教えて
もらい、大学生になってからは自身も「BB」というリーダー名で
ペガサスやどろんこ、夏冬春のキャンプ活動に参加していました。
（私が高校生の時、当時からつながりのあった寺尾さんに「リー
ダーやるために早く大学入りたいです」と言っていたような記憶
…今考えると順序違う）
社会人になり、自身も実家を離れてからしばらくYMCAの活

動とも離れていましたが、自身のリーダー時代にお世話になって
いた大原会長や小松館長からご縁をいただき、この度ワイズメ
ンズクラブに入会することとなりました。
当時新木場で開催していたワイズカップや、ロビーに積みあ

がったジャガイモの記憶もあり、小さいころからワイズメンズク
ラブの存在はうっすらと認識していました。そして、自身がリー
ダーとなったときに、子どもたちやリーダーが楽しくイキイキと
活動できている背景にワイズメンズクラブの力が大きくあること
を実感しました。
私自身幼少のころからYMCAで育ってきて、20 歳の時には当

時のリーダーや先生を交えて同窓会ができたり、今でもたくさん
集まれるリーダー仲間がいたりと、人生においても非常に良い縁
をいただいてきたと感じています。今回それらの縁、つながりづ
くりを陰ながら支えるワイズメンズクラブの会員として、また
YMCAに関わっていけることを大変うれしく思います。私自身
が育ってきたつながりを大切にしつつ、さらに有意義な組織に昇
華していけるよう、微力ながらも関わってゆきたいと思いますの
で、今後ともどうぞよろしくお願い致します。

スポーツで得た経験を生かして
堀公也

この度、東京江東ワイズメンズクラブに
入会させて頂きました、堀と申します。宜

しくお願いします。私自身はＹＭＣＡの卒園
生では無いのですが、息子と娘が江東 YMCA 幼稚園でお世話
になったことがご縁となり、ワイズ入会のお誘いを頂きました。
子供たちの在園中は日ごろからYMCAの職員、リーダー、スタッ
フの方々の暖かいサポートに感銘を受けており、卒園後も繋がり
を持たせて頂けたらと考えていたところ、大変貴重な機会を頂
戴することが出来ました。
子供たちの在園中はスキーキャンプ、ソフトボール大会、ゴル

フコンペ等、主にスポーツイベントに参加させて頂き家族で大変
楽しい思い出となっていましたが、ここ数年はコロナの影響もあ
りイベントは中止を余儀なくされ、寂しい思いをしておりました。
今後イベントが復活した際にはお手伝いをさせて頂ければと考え
ております。私自身、学生時代は野球に打ち込み、スポーツによ
り心身を育てられ、多くの仲間に恵まれることが出来たという自
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負がございます。是非そのような経験をワイズにおける今後の活
動に生かしていければと思っております。
現在は野球やゴルフに関わるスポーツマネジメントの会社を経
営しておりますが、仕事柄海外に出かける機会も多い為、ワイズ
の国際交流にも非常に関心があります。台湾をはじめとする他国
のコミュニティとの繋がりにも今後参加して良ければと思います。
微力ながらワイズの新しい力となれるよう活動いたしますので、
ご指導宜しくお願い申し上げます。

プール解体� 菊地茂徳

9 月10 日 ( 土 )、プール解体が行われました。
日々晴天　残暑厳しく蒸し暑い。毎年感じるが組み立て解体　
いつも暑い。これも温暖化の影響かなと思ってしまう。さてヤキ
トリ隊　朝 8：30 〜 9：00 集合。常連プロメンバー　道具→火
起こし、ヤキトリ解凍。テキパキ早い。
早急、焼きに入る。タレ・塩 300 本、あっという間に完了。今回、
塩の振り方よい。角度、振動、時間、すべてベストのタイミングだ。
事故なくプール解体も無事に完了。　
父兄・リーダー・職員　ご苦労様でした。
来年の組み立て、解体ではさらにレベルアップしたヤキトリ焼
いてみたいです。
（出席者　相川　大原会長　菊地　小松　酒向　高橋　山崎）

2022 年 9月　役員会議事録

2022 年 9月 22日（木）　ＹＭＣＡ江東センター　
ＺＯＯＭハイブリッド 19：00～

議題
１．区民祭り準備に関して　10月 15 日・16日　焼きそば
　　前日準備 14日。1500 食、300 円売りを想定。
　　材料の調達　麺は丸善製麺に相川が問い合わせ確認する。
　　他の食材・資材　第 1例会で最終確認　肉は香取さん。
２．10月本例会　レコード例会　　
　　司会　→　本間さん
３．11月バザーに関して
　　ワイズはヤキトリを請け負う予定。
　　マルシェは十勝から玉ねぎを供給いただけるか確認。
４．その他
　　台湾から 30周年の記念誌が宇田川さんあてに届いている報告。
　　�カンボジアくまシャツに関しては宇田川さんにコーディネーターの
大房さんに現状を確認してもらい以後検討。

　　�江東リーダーの熊本全リー研参加に伴い交通費補助 15000 × 2 ＝
3万円支給。

　　�東陽町クリスマスオープンハウス 12/11 開催江東の参加可否を要
回答。第 1例会で協議。

2022 年 9月　第 1例会議事録

2022 年 9月１日（木）ＹＭＣＡ江東センター　
ＺＯＯＭハイブリッド 19：00～

議題
１．9月本例会に向けて確認
　　工藤部長、山崎地域奉仕事業主査来訪
　　堀氏、滝沢氏入会式　
　　ＹＭＣＡ松本氏講演　　ウクライナの現状
２．9月 10日　プール解体　確認
　　ヤキトリ、ビール提供
３．10月 15 日・16日　
	 �区民祭り「焼きそば」準備確認。麺の発注先を探す。以前のレシ

ピ相川確認。
　　各日、メンバー 10名の参加が必要。幼稚園保護者にも参加を募る。
４．10月本例会　講師例会内容
　　・レコード例会　寺尾さん案に決定　3Ｆでワイン、パンで開催
５．�本年度のジャガイモ申し込み　マルシェでの販売→玉ねぎを検討

参加者　大原（ＺＯＯＭ）、小松Ｓ、酒向、駿河、小松Ｙ、寺尾（ＺＯＯＭ）、相川

　「故郷は遠くにありて思うもの」は作者
の状況はともかく人を引き付ける言葉だ。
「遠く」は物理的か、時間的な距離かは人
によって違うが私の故郷は「チムドンド
ン」の中のヤンバルのような美しい海や景
色ではないが今住んでいる近くの鷺宮の草
木の原っぱとセミの鳴き声、新橋川でのエ
ビガニ獲り、刑務所裏の土手から見た麦畑
と新橋川の流れとその先の高台の家々等が
セピア色でよみがえる。
　生まれは中央区霊岸島（今の新川）だが中野の野方に引っ越し
てきてから75年以上になる。大学まで現在の場所で過ごしたがそ
の後、大阪で6年、中目黒に7年住んでまた中野に戻ってきた。然
し家の近所で過ごしたのは小学校までで、あとは地元は住むだけ
のところである。20年くらい前に散歩をはじめ、かなり遠くま
で、といっても2km位先の哲学堂くらいまでだがここ5，6年は家
の北側半径5,600ｍのくらいのところを4，50分で散歩している。
所々には昔の建物の面影や小学校の同級生の家などは残ってい
る。散歩しながらそれぞれの場所、それにまつわる記憶などを交
えて約2，3㎞を歩く。
　私の記憶のスタートは戦争末期、静岡県の二股に疎開したころ
から始まる。親戚が東京以外にいないので母の知り合いのまた知
り合いの家（多分旅館ではなかったかと思う）に母と姉、妹と小
生の4人でお世話になった。寝床にダニか虱がいたような気がす
る。空からいくつもの個体物（爆弾）がきれいに並んでゆっくり
と落ちてくることや近くの天竜川に白い蛇が水上を走っているの
を見た記憶がある。父は海軍の指定工場で働いていたので中野に
いた。その疎開先で母によると姉がいじめられるのを見て、ガラ
ス戸に石をぶつけてガラスを壊したそうだ、そして中野に帰され
た。父は私を会社に連れて行って、お堀端で父の同僚との写真の
端にスクータに乗った小生がいた。写真を探したが見つからな
かった。
　父の母が多分家にいたと思うが父が私を時々会社に連れて行っ
たのだろう。家にあった昭和文学全集の良質の紙で飛行機を作っ
た。近所の幼稚園に1年だけ行ったがそこで喧嘩をして相手の
コートの外付けのポケットを取ってしまった。結果は覚えていな
い。

   私の散歩道①
藤井寛敏



今年の秋は３年ぶりに復活するイベントが盛り沢山。３年前より確実に体力減退、まずは基礎体力の回復のためウオーキングから始めますか。。。
Ｔ．Ａ／新入会があり、区民祭りが再開することになり、何だか以前の江東クラブの元気さが戻ってきたよう。ただし平均年齢は確実に上がっている。
Y.S.

今後の予定　　　　　2022年 10月～2022年 11月

10月 6日（木）	 第 1例会　江東センター19：00～
10月 14日（金）	  区民祭り仕込み　江東センター18：00～
10月 15日（土）16日（日）
	 区民祭り　木場公園	8：00集合
10月 20日（木）	 �本例会　レコード例会　 江東センター
	 19：00～
10月 26日（水）	  ジャガイモ搬入　 江東センター　午後
10月 27日（木）	  役員会　江東センター19：00～
11月 6日（日）	 江東バザー	　江東センター　未定
11月 10日（木）	 第 1例会	  江東センター　19：00～
11月 17日（木）	  �本例会（ユース例会）江東センター
	 19：00～
11月 24日（木）	  役員会　江東センター　19：00～

オンラインチャリティーラン
　個人参加	 10月 15日～22日
　チーム参加	 10月 22日～30日　ＷＥＢ上で開催

江東コミュニティーセンター＆幼稚園
江東ＹＭＣＡの報告

▼幼稚園
お楽しみ保育

　9月12日（月）～
14日（水）　年長組
の宿泊保育にて山中
湖センターに行って参
りました。今年の年長
組は「小さな山神ス
ズナ姫」という児童書
を先生が春から読み
聞かせ、子どもたちは
毎日のようにいろいろ
な想像をして園生活を
楽しみながら過ごして
いました。そして当日、
スズナ村から大型バ

スが迎えに来ました。元気よく保護者に「いってきまーす」、と
バスに乗り込み出発しました。スズナ村では、大きなカヌーに乗っ
たり、スズナ山に登ったり、夜はスズナ村のおまつり（キャンプ
ファイヤー）も楽しみました。普段の園生活では見られない一
人ひとりの様子が見られ、仲間と協力して手を取り合いながら
の山登りなど、自分以外の人を思いやる心の成長などが見られ、
とても有意義な3日間でした。大きなけがや病気もなく、全員
で幼稚園に帰ってきました。（園児：41名、リーダー9名、教
職員9名：計 59名）

▼コミュニティーセンター
第53回全国YMCAリーダー研修会
　９月23日（金）～ 25日（日）熊本 YMCA阿蘇キャンプに
て開催されました。
　東京 YMCAを代表して、中川　遥さん（すーちゃんリーダー）、
関沙也香さん（パディーリーダー）の２名が参加しました。（こ
の二人は、江東 YMCA幼稚園卒園生）
変化し続ける社会、目指したい社会、そこでユースリーダーは、
なにをしていきたいのか！など熱く楽しいディスカッションが繰り
広げられたそうです。11月本例会にて報告をさせていただきま
す。

「第36回インターナショナル・チャリティーラン」
　今年もチャリティーランの季節がやってまいりました。江東
YMCAからは江東ワイズ、虹の会、コミュニティー委員会、幼
稚園と協働し、３チーム・６０名のエントリーを完了しました。今
年もスマートフォンで多くの仲間と「つながり」、楽しみながら
健康になりたいと思います！現在、チーム名を園児から募集し
ているところです。乞うご期待ください。全体で46チームが参
加予定です。
　江東ワイズより１１名（相川氏、宇田川氏、大原氏、酒向氏、

菅原氏、高橋氏、本間氏、滝沢氏、駿河さん、小松康）がエ
ントリーいたしました！

江東センター＆幼稚園の予定
▼チャリティーラン：個　人　10月15日（土）～ 22日（土）
	 チーム　10月22日（土）～ 30日（日）
▼運動会：10月23日（日）千石運動グランド
▼お芋掘り遠足：10月27日（木）
▼収穫感謝礼拝：10月28日（金）
▼入園考査：11月1日（月）
	 ＊願書配布：10月15日（土）～ 31日（月）
▼江東 YMCAバザー2022：11月6日（日）

オール東京の報告
１．9月3日に「2022 災害スタディ」を東陽町センターで開催
し、地域の諸団体や企業、障がいのある方、東京ＹＭＣＡ会員
等 47 名が参加した。福田信章氏（東京災害ボランティアネッ
トワーク事務局長）を講師に迎え、防災街歩きプログラムを通
して多様な視点から災害について学んだ。
２．9月21日、朝日新聞、情報 7days ニュースキャスターで、
サンデーモーニング等のコメンテーターもつとめている平原依文
氏（World Road 株式会社共同代表／ＨＩ合同会社代表）を講
師に、「パーパスから始まるＳＤＧｓの自分ごと化」と題して職員
向けの研修をオンラインで実施した。約 60名が出席し、グルー
プワークも交えながら、ＹＭＣＡの働きとＳＤＧｓについて、学び
を深めた。
３．今後の主な行事日程 
▼「ウクライナ緊急支援チャリティーコンサート」　10月28日
	 会場：日本基督教団霊南坂教会　参加費：無料（会場で募
金依頼）
	 出演：飯靖子氏（オルガン）・飯顕氏（ヴィオラ）・方波見愛氏（ピ
アノ）
▼「賛助会年会・アドバイザー会」
	 11月9日　会場：学士会館
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